<圏間共同研究> 4) 「樹木年輪と歴史・古環境」 by 杉山, 淳司
Title<圏間共同研究> 4) 「樹木年輪と歴史・古環境」
Author(s)杉山, 淳司




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
生存 圏研 究 第10号p.492014年
4)樹 木 年 輪 と 歴 史 ・古 環 境
田 鶴 寿 弥 子(京 都 大学 ・生 存 圏研 究 所)
渡 邊 裕 美 子(京 都 大 学 ・理 学 研 究科)
1.研 究組織
代表者氏名:杉 山 淳 司(京 都大学 ・生存 圏研究所)
共同研究者:津 田 敏隆(京 都 大学 ・生存 圏研究所)
田鶴 寿弥子(京 都大学 ・生存圏研 究所)
反 町 始(京 都 大学 ・生存圏研究所)
田上 高広(京 都大学 ・理学研究科)
渡邊 裕美子(京 都大学 ・理学研究科)
大山 幹成(東 北大学 ・学術資源研 究公 開セ ンター植物園)
2.新 領域開拓 のキー ワー ドと関連 ミッシ ョン
圏問共同研究
ミッシ ョン1:環 境計測 ・地球再生
千年居住 圏
3.研 究概要
テ ー マA:材 鑑 調 査 室 の歴 史 的 古 材 を活 用 した樹 木 年 輪 デ ー タベ ー ス の構 築 と応 用
京都大学生存圏研究所材鑑調査室 には用貴重 な古材試料が数多 く所蔵 され てい るだけでな
く、現在 も収集が続 けられてい る。主 に 目録 の記録にのみ頼 って分類 されている古材試料 に
多義的 な価値 を持たせ 、様 々な研究分野で活用す るために、科学的手法 に基づいた正確 な暦
年代 をつ ける必要があ る。そのために、古材年輪の測定、標準年輪 曲線の構築、標準年輪 曲
線延長 と補 強、古気候復元の精度 向上 を進 めてきたので報告す る。
テ ー マB:ア ジ ア赤 道 域 に お け る季 節 ス ケー ル の気 候 ・環 境 変 遷 の復 元
本 プロジェク トでは、イ ン ドネ シアの樹木年輪の構成要素 を複数分析 し、気象観 測デー タ
と高精度で対比す ることによ り、 「アジア赤道域 における季節スケールの気候 ・環境変遷の
復元」を 目指 してい る。これまでに、イ ン ドネ シア産 熱帯樹(スンカイ1個 体;SungkaiNAN7)
のマルチ樹木年輪データ と気象観測デー タの系統的な比較か ら、古気候指標 としての信頼度
を評価 した。加 えて、イン ドネシア産の樹木サ ンプルに関す る情報収集 を行 い、数多 くの樹
木デ ィス ク(主 にス ンカイ とチーク)を 収集す ることに努 めた。
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